
小学校社会科学習指導案 

                                  尾道市立向東小学校 
                                  教諭  千鶴 哲弘 
１ 学年  第６学年 
 
２ 単元  徳川家光と江戸幕府 
 
３ 単元について 
(１)単元観 

 本単元は，徳川家光が徳川幕府を長く続かせるためにどのような政策をしたかについて学習させ

るものである。その中で社会的な見方や考え方である概念的知識「権力者は，対抗する勢力をおさ

え，財力をつける。」を児童に習得させることができる重要な単元である。小学校学習指導要領社

会（平成 20 年）の各学年にわたる内容の取扱いと指導上の配慮事項においても「社会的な見方や

考え方を養われるようにすること。」と示されている。参勤交代や鎖国などの政策から権力者の意

図をつかませることで，社会的な見方や考え方を養いたい。 

(２)児童観 

 本学年の児童は，歴史学習に対して意欲的に発言したり，調べ学習をしたりして取り組んでいる。

しかし，教科書や資料の記述を覚えるだけにとどまり，概念的知識を発見したり，それをもって他

の事象を見たりすることができにくい。 

(３)指導観 

 指導にあたっては，「なぜ，幕府は参勤交代をさせたのだろう。」など，「なぜ」を繰り返し問う

中で，グラフや地図などの基礎的資料を用いる。そして，「必要な資料を収集・選択したり，吟味

したりする。」など，小学校学習指導要領解説社会編（平成 20 年）に示された基礎的資料の効果的

な活用例を基に活用させ，概念的知識「権力者は，対抗する勢力をおさえ，財力をつける。」を習

得させていく。基礎的資料は，概念的知識を児童自らが発見できるように焦点化したわかりやすい

ものを用いる。 

  

４ 単元の目標 
 ① 大名配置，参勤交代や武家諸法度，身分制，キリスト教の禁止，鎖国を通して，概念的知識

「権力者は対抗する勢力をおさえる」を発見できる。 
 ② 鎖国を通して，概念的知識「権力者は財力をつける」を発見できる。 
 ③ ①と②の概念的知識を使って，徳川幕府が２６０年も続いた理由を説明できる。 
 
５ 単元の指導計画（全８時間） 
① 課題設定                    １時間 
② 幕府の政策                   ６時間 
③ まとめ                     １時間 
 
６ 「知識の構造図」と「問いと資料の効果的な活用を示す構造図」 
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資料の効果的な活用例 
①資料から必要な情報を的確に読み取る。 
②資料に表されている事柄の全体的な傾向をとらえる。

③複数の資料を関連付けて読み取る。 
④資料の特徴に応じて読み取る。 
⑤必要な資料を収集・選択したり吟味したりする。 
⑥資料を整理したり再構成したりする。 
※活用例の番号は構造図中の番号と対応している。 

なぜ，幕府は他の大名や農民の動きを管

理したのだろう。 

今までの資料⑤ 

なぜ，大名の配置

に気を配ったのだ

ろう。 

「大名配置図」⑤

城
に
つ
い
て
の
き
ま
り
は
何
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。 

「
武
家
諸
法
度
」
② 

結
婚
に
つ
い
て
の
き
ま
り
は
何
だ
っ
た
の
だ

ろ
う
。 

「
武
家
諸
法
度
」
② 

船
に
つ
い
て
の
き
ま
り
は
何
だ
っ
た
の
だ
ろ

う
。 

「
武
家
諸
法
度
」
② 

大
名
に
と
っ
て
ど
ん
な
負
担
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

「
大
名
行
列
の
絵
」「
参
勤
交
代
日
数
」「
藩
の

支
出
グ
ラ
フ
」
③ 

参
勤
交
代
と
は
何
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。 

親
藩
・
譜
代
大
名
は
ど
ん
な
配
置
に
し
た
の

だ
ろ
う
。 

「
大
名
配
置
図
」
① 

外
様
大
名
は
ど
ん
な
配
置
に
し
た
の
だ
ろ

う
。 

「
大
名
配
置
図
」
① 

なぜ，参勤交代をさせたのだろう。 

「大名行列の絵」「参勤交代日数」「藩の支出グラフ」⑤ 

なぜ，武家諸法度をつくったのだろう。 

「武家諸法度」⑤ 

なぜ，身分をはっき

り分けたのだろう。

「武士の特権」「慶安

のお触れ書き」⑤

なぜ，キリスト教を禁止したの

だろう。 

「キリスト教の教え」「武士の

特権」「慶安のお触れ書き」⑤ 

キ
リ
ス
ト
教
の
教
え
と
は
ど
ん
な
も
の
だ
っ

た
の
だ
ろ
う
。 

「
キ
リ
ス
ト
教
の
教
え
」
③ 

天
草
の
一
揆
を
ど
う
し
た
の
だ
ろ
う
。 

キ
リ
シ
タ
ン
を
ど
う
や
っ
て
調
べ
た
の
だ
ろ
う
。 

貿
易
相
手
は
ど
こ
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。 

「
武
士
の
特
権
」
③ 

百
姓
の
生
活
は
ど
う
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。 

「
慶
安
の
お
触
れ
書
き
」
③ 

武
士
の
特
権
は
何
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。 

鎖
国
時
代
の
港
は
ど
こ
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。 

「
大
名
配
置
図
」
① 

「
鎖
国
年
表
」
① 

幕
府
に
と
っ
て
長
崎
は
ど
ん
な
都
市
だ
っ
た
の
だ

ろ
う
。 

 
 
 
 
 
 

 

なぜ，幕府は鎖国をしたのだ

ろう。 

「大名配置図」「鎖国年表」⑥ 

なぜ，江戸幕府は約 260 年続いたのだろう。

今までの資料⑤ 

権力者は対抗する他の勢力をおさえるため。

信頼のおけない大名を

遠ざけるため。 

他の大名に力を付けな

いようにするため。

武士の身分が一番上であるこ

とをはっきりさせるため。 

幕府の考えと異なるキリ

スト教を排除するため。 

港
を
長
崎
に
限
っ
た
。 

長
崎
は
幕
府
が
直
接
治
め
た
都
市
だ
っ

た
。 

キ
リ
ス
ト
教
の
教
え
は
、「
す
べ
て
の
人
は

平
等
で
あ
る
。
」
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。

天
草
四
郎
の
一
揆
を
お
さ
え
た
。 

絵
踏
み
を
さ
せ
た
。 

貿
易
相
手
を
オ
ラ
ン
ダ
と
中
国
に
限
っ

た
。 

武
士
に
年
貢
の
搾
取
、
名
字
帯
刀
な
ど
の

特
権
を
与
え
た
。 

武
士
の
作
っ
た
き
ま
り
に
よ
っ
て
厳
し
く

管
理
さ
れ
た
。 

親
藩
・
譜
代
大
名
を
江
戸
の
近
く
に
置
い

た
。 

外
様
大
名
を
江
戸
か
ら
遠
く
に
置
い
た
。

勝
手
に
城
を
つ
く
ら
せ
な
か
っ
た
。 

勝
手
に
結
婚
さ
せ
な
か
っ
た
。 

大
き
な
船
を
つ
く
ら
せ
な
か
っ
た
。 

参
勤
交
代
に
は
莫
大
な
お
金
が
か
か
っ

た
。

参
勤
交
代
で
江
戸
と
領
地
を
行
き
来
さ
せ

た
。 

権力者は財力を付けるため。

権力者は，対抗する勢力をおさえ，莫大な財力を持つこ

とで，権力を守り続けることができたから。 

問いと資料の効果的な活用を示す構造図 
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７ 単元の評価規準 
ア 社会的事象への関

心・意欲・態度 
イ 社会的な思考・判

  断 
ウ 資料活用の技能・

表現 
エ 社会的事象につい

ての知識・理解 
○徳川幕府を長く続か

せようとしている政

策について意欲的に

調べ，学習している。

○江戸幕府の意図につ

いて，様々な事実か

ら考察している。 

○江戸幕府の意図を基

礎的資料から読み取

り，ノートやワーク

シートに表現する。

○概念的知識「権力者は

対抗する勢力をおさ

え，財力をつける。」

を習得している。 

 
８ 単元の指導計画(全８時間） 
時 学習内容 主な基礎的資料と

効果的な活用 
評価規準 評価規準と評価方法 

関 思 技 知

１ 
 

課題設定 
なぜ，徳川幕府
が２６０年も
続いたのかを
考えよう。 

・「教科書と資料
集」から必要な情
報を的確に読み取
る。 

◎
 

 
 

○
 

 
 

ア 教科書や資料から，意欲的に課
題を見つけている。 

ウ 資料から必要な事柄を的確に読
み取っている。 

（ワークシート） 

２ なぜ，幕府は大
名の配置に気
を配ったのだ
ろう。 

・「大名配置図」か
ら必要な情報を的
確に読み取らせ，
吟味させる。 

 ◎ ○  イ 信用できない大名は遠ざけて配
置していることについて考察し
ている。 

ウ 資料から必要な事柄を的確に読
み取っている。 

（ワークシート，発表，行動観察）

３ 

 

なぜ，幕府は大
名に参勤交代
をさせたのだ
ろう。 

・「参勤交代でかか
る日数の地図」「大
名行列の絵」「金沢
藩の支出の円グラ
フ」を関連付けて
読み取らせ，吟味
させる。 

 ◎ ○  イ 大名に財力を付けさせないよう
にしていることについて考察し
ている。 

ウ 資料を関連付けて読み取ってい
る。 

(ワークシート，発表，行動観察) 

４ なぜ，幕府は武
家諸法度を作
ったのだろう。 

・「武家諸法度の文
書」に表されてい
る事柄の全体的な
傾向をとらえさ
せ，吟味させる。 

 ◎ ○  イ 大名に力を付けさせないように
していることについて考察して
いる。 

ウ 資料に表されている事柄の全体
的な傾向をとらえている。 

（ワークシート，発表，行動観察）

５ なぜ，幕府は身
分制を強化し
たのだろう。 

・「武士の特権」「慶
安 の お 触 れ 書
き」を関連付け
て読み取らせ，
吟味させる。 

 

 ◎ ○  イ 農民の力をおさえ，武士の力を
示すためであることについて考
察している。 

ウ 資料を関連付けて読み取ってい
る。 

（ワークシート，発表，行動観察）

６ なぜ，幕府はキ
リスト教を禁
止したのだろ
う。 

・「キリストの教え
の文書」「武士の特
権」「慶安のお触れ
書き」を関連付け
て読み取らせ，吟
味させる。 

 ◎
 

○
 

 イ 大名や農民たちが幕府の考えと
異なるキリストの考えを信じ，
力をつけることを恐れたためで
あることについて考察してい
る。 

ウ 資料を関連付けて読み取ってい
る。 

（ワークシート，発表，行動観察）
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７ なぜ，幕府は鎖
国をしたのだ
ろう。 

・「大名配置図」「鎖
国年表」から必要
な情報を的確に読
み取らせ，再構成
させる。 

 ◎ ○  イ 幕府が貿易を独占し，財力をつ
けたことについて考察してい
る。 

ウ 資料から必要な事柄を的確に読
み取っている。 

（ワークシート，発表，行動観察）

８ まとめ 
なぜ，江戸幕府
は２６０年も
続いたのだろ
う。 

・今までの資料か
ら，必要な資料を
収集・選択したり
吟味したりする。 

  ○ ◎ ウ 必要な資料を収集・選択したり
吟味したりしている。 

エ 幕府が他の勢力をおさえ，莫大
な財力を持ち続けたことについ
て理解する。 

（ワークシート，発表，行動観察）

 
９ 学習展開 
１時間目 
○ねらい 
 教科書や資料から必要な情報を的確に読み取り，本単元において学習したい課題を考える。 
 発問・説明・予想される児童の反応 指導上の留意点 資料と活用 評価規準と評価方法 
導

入 
・江戸幕府の長さを安土・桃山時代

と比べてみよう。この１枚が安

土・桃山時代です。江戸の長さは

これだけです。何倍ぐらいありま

すか。 
「９倍」 
「こんなに長さが違うんだね。」 
「長く続いたんだなあ。」 

安土・桃山時代

の長さと江戸時

代の長さを視覚

的に比較するこ

とで，江戸時代

の長さに驚きを

もたせ，興味・

関心を引く。 

安土桃山時

代の長さを

表すＢ４用

紙１枚，江

戸時代の長

さを表すＢ

４用紙×９

枚」 

 

展

開 
・江戸時代は約２６０年も続きまし

た。なぜ，こんなに長く続いたの

でしょう。江戸時代についていろ

いろ調べていくとわかるかもし

れませんね。 
・今から教科書や資料をもとに，「な

ぜだろう。」と思ったことをどん

どん書き出しましょう。 

教科書と資料集

から調べていき

たいことについ

て考え，ワーク

シートに書かせ

る。 

「教科書」

「資料集」

・必要な事

柄を的確に

読み取る。

ア 教科書や資料から，

意欲的に課題を見

つけている。 

ウ 資料から必要な情

報を的確に読み取

っている。 

（ワークシート） 

終

末 
・では集めます。次の時間から，み

んなの課題を解決していきまし

ょう。 
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２時間目 
○ねらい 
 「大名配置図」から必要な情報を的確に読み取り，幕府が信用のおけないものを遠くに置いてい

ることについて考察する。 
 発問・説明・予想される児童の反応 指導上の留意点 資料と活用 評価規準と評価方法 
導

入 
・今日からみんなから出た課題を解

決していきましょう。今日は，「な

ぜ，幕府は大名配置に気を配った

のでしょう。」です。この地図を

見ましょう。 
「全国に大名がいる。」 
「大名にも種類があるね。」 

「大名配置図」

を提示し，記号

がそれぞれ何を

表しているかを

確認する。 

「大名配置

図」 
 

展

開 
・親藩とは何ですか。 
「将軍の親戚。」 
 
・譜代大名は何ですか。 
「ずっと家来だった大名。」 
 
・外様大名は何ですか。 
「関ヶ原の戦いから家来になった

大名。」 
 
・この配置の仕方で気付いたことは

ありませんか。 
「大名の位置に差がある。」 
「江戸から離れて外様大名がい

る。」 
「江戸の近くには親藩や，譜代大名

がいるね。」 
「外様大名の中にも親藩や譜代大

名がいるよ。」 
 
○なぜ，このような配置にしたので

しょうか。 
「親藩や譜代大名は信頼できるけ

ど，外様大名はもともと敵だった

ので近くに置きたくなかったか

ら。」 
 
・親藩や譜代大名は信頼がおけるけ

ど，外様大名は，以前は敵だった

ので，信頼がおけなかったからで

すね。それから外様大名の近くに

親藩や譜代大名を置いています。

これは外様大名が反乱を企てな

いように見張りをさせていたの

です。 

「親藩」「譜代大

名」「外様大名」

という言葉につ

いては，教科書

や資料集から調

べさせる。 
 
 
 
 
江戸の近くに親

藩・譜代大名を

置き，遠くに外

様大名を置いて

いることに気付

かせる。 
意見が出にくい

場合は，将軍の

いる江戸を中心

にどういう配置

になっているか

を考えさせる。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「大名配置

図」 
・必要な情

報を的確に

読み取る。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 信用できない大名

は遠ざけて配置し

ていることについ

て考察している。 

ウ 資料から必要な情

報を的確に読み取

っている。 

（ワークシート，発表，

行動観察） 

終

末 
・今日のまとめを書きましょう。 
・次は，参勤交代について学習しま

しょう。 
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３時間目 
○ねらい 
 「大名行列の絵」「参勤交代でかかる日数」「金沢藩の支出の円グラフ」の資料を関連付けて読み

取り，幕府が他の大名に財力を付けさせないようにしていることについて考察する。 
 発問・説明・予想される児童の反応 指導上の留意点 資料と活用 評価規準と評価方法 
導

入 
・今日は，「なぜ，幕府は参勤交代

をさせたのでしょう。」について

学習します。この絵を見てくださ

い。 
「たくさんの人だな。」 
「槍とか持っているね。」 
「かごに乗っているのはだれか

な。」 

資料を提示し，

興味・関心を引

きかせるととも

に，たくさんの

人が移動してい

ることに気付か

せる。 

「大名行列

の絵」 
 

展

開 
・参勤交代は大名にどんなことをさ

せることですか。 
「１年おきに江戸と領地を行き来

させること。」「江戸では城や川の

修理をさせる。」 
 
○なぜ，幕府は参勤交代をさせたの

でしょう。これらの資料をもとに

考えましょう。 
「お金をたくさん使わせるため。」

「宿代とかすごくかかりそう。」 
「大名を疲れさせるため。」 
 
・なぜ，幕府は大名にお金を使わせ

たのでしょう。 
「力を付けさせないため。」 
「外様大名は遠いから，お金をどん

どん使うのではないかな。」 
 
・なぜ，幕府は他の大名に力を付け

させないのでしょう。 
「幕府に反抗することができない

ようにするため。」 
 
・幕府はお金を使わせて，財力をつ

けないようにしたのです。財力が

なかったら反抗できないですか

らね。 

教科書や資料を

読み，分かった

ことをワークシ

ートに書かせ

る。 
 
「参勤交代でか

かる日数の地

図」「金沢藩の支

出の円グラフ」

を提示し，ワー

クシートに分か

ったことを書か

せる。たくさん

の日数と莫大な

お金が使われて

いることに気付

かせる。 
 

 
 
 
 
 
 
「参勤交代

でかかる日

数」「金沢藩

の支出の円

グラフ」 
・複数の資

料を関連付

けて読み取

る。 
 

 
 
 
 
 
 
イ 大名に財力を付け

させないようにし

ていることについ

て考察している。 

ウ 資料を関連付けて

読み取っている。 

(ワークシート，発表，

行動観察) 

終

末 
・今日のまとめを書きましょう。 
・次は，参勤交代が書かれている武

家諸法度について学習しましょ

う。 
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４時間目 
○ねらい 
 「武家諸法度」の資料に表されている全体的な傾向をとらえ，幕府が他の大名に力を付けさせな

いようにしていることについて考察する。 
 発問・説明・予想される児童の反応 指導上の留意点 資料と活用 評価規準と評価方法 
導
入 

・今日は，「なぜ，幕府は武家諸法
度を出したのでしょう。」につい
て学習します。この文書を読みま
しょう。 

「なぜ，幕府の許可がいるのだろ
う。」 

「なぜ，大きな船を作ったらいけな
いのだろう。」 

武家諸法度を提
示して読ませ，
感想や疑問を出
させる。 
 

「武家諸法
度の文書」
 

 

展
開 

・なぜ，勝手に結婚をさせないので
しょう。 

「結婚すると，大名同士が仲良くな
るから。」 

 
・なぜ，仲良くなったらいけないの

でしょう。 
「協力し合って，幕府より強くなっ
たらいけないからかな。」 

 
・なぜ，勝手に城を新しくつくった

り，修理したりしてはいけないの
でしょう。 

「城をこっそり大きくするからか
な。」 

 
・なぜ，城を大きくしたらいけない

のでしょう。 
「城が大きくなると，その大名の力
も強くからかな。」 

 
・なぜ，大きな船を造ってはいけな

いのでしょう。 
「武器とか載せて，強くなるからか
な。」 

 
○なぜ，幕府は武家諸法度を作った
のでしょう。参勤交代のことも考
えてノートに書きましょう。 

「強くならないようにするため。」
「幕府よりも力を持たせないよう
にするため。」 

 
・幕府は武士のきまりである武家諸

法度を作って，力をつけないよう
にしたのです。 

武家諸法度の項
目ごとに「なぜ」
を問うことで考
えさせる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
前時の参勤交代
で学習したこと
を想起させなが
ら考えさせる。
他の大名が幕府
よりも強くなる
ことを恐れてい
ることに気付か
せる。 

「武家諸法
度の文書」
・資料に表
されている
事柄の全体
的な傾向を
とらえる。

イ 大名に力を付けさ
せないようにして
いることについて
考察している。 

ウ 資料に表されてい
る事柄の全体的な
傾向をとらえてい
る。 

（ワークシート，発表，
行動観察） 

終
末 

・今日のまとめを書きましょう。 
・次は，江戸時代の身分について学

習しましょう。 

   

 

- 7 - 

 



５時間目 
○ねらい 
 「慶安のお触れが書き」「武士の特権」の資料を関連付けて読み取り，幕府が農民をおさえ，武

士の力を示していることについて考察する。 
 発問・説明・予想される児童の反応 指導上の留意点 資料と活用 評価規準と評価方法 
導
入 

・今日は，「なぜ，幕府は身分をは
っきりと分けたのでしょう。」に
ついて学習します。この図を見ま
しょう。 

「武士はやっぱり城にいるね。何か
話し合っているよ。」 

「町人は職人や商人なんだね。」 
「百姓は田植えをしているよ。」 

さまざまな身分
を示している絵
を提示し，その
違いについて話
し合わせる。 

「さまざま
な 身 分 の
絵」 

 

展
開 

・百姓の生活の心得を読んで，思っ
たことを発表しましょう。 

「贅沢をさせないようにしてい
る。」 

「服装まで決まっているよ。」 
「１日中働かされている。」 
 
・なぜ，こんな決まりを作ったので

しょう。 
「年貢をしっかりと取るためか
な。」 

「勝手な行動をとらせないように
するため。」 

 
・百姓には年貢の他にも，しんどい

力仕事をさせていたのです。で
は，武士はどうだったのでしょ
う。この文書を読みましょう。 

「農民から年貢を取り上げている
よ。」 

「武士だけ刀をさせるんだ。」 
「武士だけ名字が名乗れるんだ。」
「ずいぶん差があるね。」 
「無礼があったら殺してもいいん
だ。」 

 
○なぜ，江戸幕府はこんなに身分を
はっきりと分けたのでしょう。 

「武士が一番偉いということをは
っきりとわからすため。」 

「武士に反抗させないため。」 
「年貢をしっかりとるため。」 
 
・豊臣秀吉は，低い身分から将軍に

までなりました。そのような人物
が出てこないようにはっきりと
分けたということもあります。 

「慶安のお触れ
書き」の文書を
読ませ，感想を
出させる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「武士の特権」
が示された文書
を読ませ，感想
を出させる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
二つの資料を比
較させ，武士と
農民の身分をは
っきり分けてい
ることに気付か
せる。 
 
 

「慶安のお
触れ書き」
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「武士の特
権」 
・複数の資
料を関連付
けて読み取
る。 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
イ 農民の力をおさえ，

武士の力を示すた
めであることにつ
いて考察している。

ウ 資料を関連付けて
読み取っている。 

（ワークシート，発表，
行動観察） 
 

終
末 

・今日のまとめを書きましょう。 
・次は，キリスト教を禁止について

学習しましょう。 
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６時間目 
○ねらい 
 「キリスト教の教えの文書」「慶安のお触れ書き」「武士の特権」の資料を関連付けて読み取り，

大名や農民たちが幕府の考えと異なるキリストの考えを信じ，力をつけることを恐れていることに

ついて考察する。 
 発問・説明・予想される児童の反応 指導上の留意点 資料と活用 評価規準と評価方法
導
入 

・このグラフは何を表したグラフで
しょう。 

「なんだろう。」 
「江戸時代にいっきに増えている
なあ。」 

・これはキリスト教の信者の数で
す。今日は，「なぜ，幕府はキリ
スト教を禁止したのでしょう。」
について学習します。 

江戸時代になっ
て急激に増えて
いるのがわかる
グラフを提示
し，興味・関心
をもたせる。 

「キリスト
教の信者の
数を表す棒
グラフ」 

展
開 

・幕府がキリスト教を禁止している
のがわかる出来事は何ですか。 

「人々が海外に渡るのも，海外から
帰るのも禁止した。」 

「天草四郎の乱に大軍を送ってお
さえた。」 

「絵踏みをさせて，信者かどうか確
かめた。」 

「鎖国をして，オランダと中国に限
って長崎で貿易をした。」 

 
・キリスト教の教えが書かれた資料

を見せます。このことからどんな
ことが分かりますか。 

「キリストの前では，みんなが平等
である。」 

「幕府の考え方と違うよ。」 
 
・幕府の考えはどうですか。 
「ぜんぜん違う。」 
「幕府は身分にすごい差を付けた
よ。」 

 
 
 
 
 
○なぜ，幕府はキリスト教を禁止し
たのでしょう。 

「キリストの教えはみんなが平等
なのに，幕府は身分をはっきり分
けて差別している。幕府の考えと
違うから。」 

「天草四郎の乱のように幕府と違
う考えをもった人たちが集まっ
て，乱をおこしたらいけないか
ら。」 

 
・幕府がキリスト教を禁止したの
は，キリストの教えが幕府の考え
方と違うからであり，反抗される
のを恐れたからです。 

教科書や資料集
から調べさせ
る。 
 
 
 
 
 
 
 
 
「キリスト教の
教えの書かれた
文書」を提示し，
感想を出させ
る。 
 
 
既習の資料「慶
安のお触れ書
き」「武士の特
権」を用いて，
幕府の考えと比
較させる。 
 
 
 
幕府と違う考え
のキリスト教の
信者が力を付け
ることを恐れて
いることに気付
かせる。 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「キリスト
教の教えの
書かれた文
書」 
 
 
 
「慶安のお
触れ書き」
「武士の特
権」 
・複数の資
料を関連付
けて読み取
る。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
イ 大名や農民たちが

幕府の考えと異な
るキリストの考え
を信じ，力をつける
ことを恐れたため
であることについ
て考察している。 

ウ 資料を関連付けて
読み取っている。 

（ワークシート，発表，
行動観察） 

終
末 

・今日のまとめを書きましょう。
・次は，鎖国について学習しましょ

う。 
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７時間目 
○ねらい 
 「大名配置図」「鎖国までのあゆみ年表」の資料を関連付けて読み取り，幕府が貿易を独占し，

財力をつけたことについて考察する。 
 発問・説明・予想される児童の反応 指導上の留意点 資料と活用 評価規準と評価方法 
導

入 
・今日は，「なぜ，鎖国をしたので

しょう。」について学習します。

「前の時間に，鎖国はキリストを広

めないためという学習をしたよ。

他にもあるのかな。」 

鎖国について想

起させる。 
「大名配置

図」と「鎖

国までのあ

ゆみ年表」

 

展

開 
・鎖国とは何でしょう。 
「貿易をオランダと中国に限るこ

と。」 
「長崎だけで貿易をおこなうこ

と。」 
 
・鎖国をした理由として，キリスト

教を広めないようにするための

他に，もう一つ目的があります。

キーワードは貿易です。まず，貿

易は，何のためにしますか。 
「お金儲けをするため。」 
「外国のいいものを手に入れるた

め。」 
「必要なものを手に入れるため。」

 
○なぜ，幕府は，鎖国をしたのでし

ょう。この地図を見てわかること

はありませんか。 
「鎖国は港を長崎だけにした。地図

を見るとその長崎は，幕府が直接

治めていた土地。だから，貿易港

を長崎にして貿易品とかを独り

占めにしたんだ。」 
「他の大名が貿易できないように

したんだ。」 
 
・鎖国は，幕府が貿易を独り占めに

して，財力をつけるために行った

のです。他の大名には貿易できな

いようにしたのですね。 

キリスト教を広

めないためとい

うことを再度確

認する。 
 
 
鎖国にはもう一

つのねらいがあ

ったことを知ら

せ，まず，貿易

というものにつ

いて考えさせ

る。 
 
 
 
幕府が貿易を独

占しようとして

いることに気付

かせる。 
意見が出にくい

場合は，長崎が

幕府の直轄地に

なっていること

に気付かせ，考

えさせる。 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
「大名配置

図」と「鎖

国までのあ

ゆみ年表」

・複数の資

料を関連付

けて読み取

る。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
イ 幕府が貿易を独占

し，財力をつけたこ

とについて考察し

ている。 

ウ 資料から必要な情

報を的確に読み取

っている。 

（ワークシート，発表，

行動観察） 

終

末 
・今日のまとめを書きましょう。 
・次は，今まで学習したまとめをし

ます。 
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８時間目 
○ねらい 
 今までの資料から必要な資料を収集選択したり，吟味したりして，幕府が他の勢力をおさえ，莫

大な財力を持ち続けたことについて理解する。 
 発問・説明・予想される児童の反応 指導上の留意点 資料と活用 評価規準と評価方法 
導

入 
・今日は今までの学習のまとめをし

ます。「江戸幕府はなぜ，260 年

も続いたのでしょう。」について

学習します。 

   

展

開 
○なぜ，江戸幕府は，260 年も続い

たのでしょう。今までの資料を見

たり，今までのまとめを見たりし

て，ワークシートに書きましょ

う。 
「武家諸法度や慶安のお触れ書き

から，他の大名や農民とかに反抗

できないようにさせたよ。」 
「大名配置図から，鎖国をして，貿

易を独り占めしたことがわかっ

たよ。」 
 
・なぜ，幕府は，反抗させないよう

にしたのでしょう。 
「大名たちが力をつけて，幕府をや

っつけにきたらいけないから。」

 
・なぜ，幕府は，貿易を独り占めに

したのでしょう。 
「自分だけ財力を付けたいから。」

 
・江戸幕府は，他の大名の力をおさ

えたことと，財力をもち続けたこ

とから，260 年も続くことができ

たのです。 

今までの資料を

提示し，学習を

想起させる。 
 
 
どの資料から何

が分かったのか

を発表させる。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
徳川幕府が 260

年続いたのは，

他の大名の勢力

をおさえ，莫大

な財力を持ち続

けたからという

ことについて理

解する。 

今までの資

料 
・必要な資

料を収集選

択したり，

吟味したり

する。 

ウ  必要な資料を収

集・選択したり吟味

したりしている。 

エ 幕府が他の勢力を

おさえ，莫大な財力

を持ち続けたこと

について理解する。

（ワークシート，発表，

行動観察） 
 
 
 
 
 
 

終

末 
・今日のまとめを書きましょう。 
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